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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年1月18日(2018.1.18)

【公開番号】特開2015-231504(P2015-231504A)
【公開日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-081
【出願番号】特願2014-120136(P2014-120136)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｄ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月30日(2017.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を複数備え、
　前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果を導出し、複数の可変表示部の表
示結果の組合せである表示結果組合せに応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて
、
　導出を許容する表示結果組合せを決定する事前決定手段と、
　前記可変表示部に表示結果を導出させる際に操作される導出操作手段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに前記可変表示部に表示結果を導出させる制御を行
う導出制御手段と、
　前記複数の可変表示部を跨がる１以上の有効ラインと１以上の無効ラインとを含む複数
のラインのうち前記有効ラインに導出された識別情報の組合せに基づいて入賞が発生した
か否か判定する入賞判定手段と、
　前記可変表示部の視認態様を変化させる視認態様変化演出を実行可能な視認態様変化演
出実行手段と、
　前記事前決定手段の決定結果を示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、前記事前決定手段の決定結果が所定結果となり、特定可変表示部
に対応する導出操作手段が特定操作タイミングで操作されたときに、遊技用価値の付与を
伴う表示結果組合せであって前記無効ラインに指標識別情報が並ぶ所定表示結果組合せを
導出可能に制御し、前記特定可変表示部に対応する導出操作手段が前記特定操作タイミン
グ以外の操作タイミングで操作されたときに、前記所定表示結果組合せを導出不能に制御
し、
　前記視認態様変化演出実行手段は、前記事前決定手段の決定結果が所定結果となったこ
とを示唆する示唆演出が実行されており、一部の可変表示部の表示結果として前記無効ラ
インを構成する特定領域に前記指標識別情報が導出され、かつ前記特定可変表示部が未だ
変動表示中である場合に、前記特定領域で前記視認態様変化演出を実行せず、全ての可変
表示部に表示結果が導出された後に、前記特定領域と前記特定領域以外の領域とを用いて
前記視認態様変化演出を実行する
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　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、手段１に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を複数備え、
　前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果を導出し、複数の可変表示部の表
示結果の組合せである表示結果組合せに応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて
、
　導出を許容する表示結果組合せを決定する事前決定手段と、
　前記可変表示部に表示結果を導出させる際に操作される導出操作手段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに前記可変表示部に表示結果を導出させる制御を行
う導出制御手段と、
　前記複数の可変表示部を跨がる１以上の有効ラインと１以上の無効ラインとを含む複数
のラインのうち前記有効ラインに導出された識別情報の組合せに基づいて入賞が発生した
か否か判定する入賞判定手段と、
　前記可変表示部の視認態様を変化させる視認態様変化演出を実行可能な視認態様変化演
出実行手段と、
　前記事前決定手段の決定結果を示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、前記事前決定手段の決定結果が所定結果となり、特定可変表示部
に対応する導出操作手段が特定操作タイミングで操作されたときに、遊技用価値の付与を
伴う表示結果組合せであって前記無効ラインに指標識別情報が並ぶ所定表示結果組合せを
導出可能に制御し、前記特定可変表示部に対応する導出操作手段が前記特定操作タイミン
グ以外の操作タイミングで操作されたときに、前記所定表示結果組合せを導出不能に制御
し、
　前記視認態様変化演出実行手段は、前記事前決定手段の決定結果が所定結果となったこ
とを示唆する示唆演出が実行されており、一部の可変表示部の表示結果として前記無効ラ
インを構成する特定領域に前記指標識別情報が導出され、かつ前記特定可変表示部が未だ
変動表示中である場合に、前記特定領域で前記視認態様変化演出を実行せず、全ての可変
表示部に表示結果が導出された後に、前記特定領域と前記特定領域以外の領域とを用いて
前記視認態様変化演出を実行する
　ことを特徴とする。
　さらに、手段２に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を備えた表示帯（リール）を移動させる
ことで変動表示可能な複数の可変表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２Ｃ、
２Ｒ）のそれぞれに表示結果を導出させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域（透視窓３から視認されるリー
ル２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の全てに前記表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、
１ゲームの結果として前記複数の可変表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２
Ｃ、２Ｒ）のそれぞれに導出された前記表示結果の組み合わせに応じて入賞が発生可能と
されたスロットマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）に表示結果を導
出させる際に操作される導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　前記導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）が操作されたときに前記可変
表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）に表示結果を導出させる制
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御を行う導出制御手段（メイン制御部４１）と、
　前記複数の可変表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）を通る１
以上の有効ライン（入賞ラインＬＮ）と１以上の無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４
）とを含む複数のラインのうち前記有効ライン（入賞ラインＬＮ）に導出された識別情報
（図柄）の組み合わせに基づいて入賞が発生したか否か判定する入賞判定手段（メイン制
御部４１）と、
　前記可変表示領域（透視窓３から視認されるリール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の視認態様を変
化させる領域演出を行う領域演出手段（液晶表示器５１）と、
　前記領域演出手段（液晶表示器５１）の制御を行う領域演出制御手段（サブ制御部９１
）と、
　を備え、
　前記入賞は、前記有効ライン（入賞ラインＬＮ）に所定の識別情報の組み合わせ（所定
の図柄組み合わせ）が導出されたときに発生し、かつ前記有効ライン（入賞ラインＬＮ）
に所定の識別情報の組み合わせ（所定の図柄組み合わせ）が導出されることで前記無効ラ
イン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）に指標識別情報の組み合わせ（指標となる図柄の組み
合わせ）を導出させることが可能な所定入賞（指標図柄役）を含み、
　前記スロットマシン（スロットマシン１）は、前記指標識別情報の組み合わせ（指標と
なる図柄の組み合わせ）が導出される可能性を示唆する示唆演出（指標図柄役を含む一般
役が当選している可能性を示唆する一般役当選示唆演出）を実行する示唆演出実行手段（
サブ制御部９１）を備え、
　前記領域演出制御手段（サブ制御部９１）は、一部の可変表示領域（停止済みのリール
）の前記無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通る特定領域に前記指標識別情報の
組み合わせ（指標となる図柄の組み合わせ）を構成する指標構成識別情報（指標図柄）が
導出され、他の可変表示領域（変動中のリール）に表示結果が導出される前に前記示唆演
出（指標図柄役を含む一般役が当選している可能性を示唆する一般役当選示唆演出）が実
行されているときに、前記指標構成識別情報（指標図柄）が導出された特定領域（演出禁
止領域Ｂ）で前記領域演出を行わせず、前記指標構成識別情報（指標図柄）が導出された
特定領域（演出禁止領域Ｂ）以外の少なくとも一部の領域において前記領域演出を行わせ
る制御を行う
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、可変表示領域の視認態様を変化させる領域演出を行えるとともに、
一部の可変表示領域の無効ラインが通る特定領域に指標識別情報の組み合わせを構成する
指標構成識別情報が導出され、他の可変表示領域に表示結果が導出される前に示唆演出が
実行されているとき、すなわち一部の可変表示領域に表示結果が導出された段階で無効ラ
インに指標識別情報の組み合わせが導出される可能性が示唆されているときに、指標構成
識別情報が導出された特定領域で領域演出を行わないことで、指標構成識別情報が導出さ
れた特定領域の視認性が低下してしまうことがなく、指標識別情報の組み合わせを導出さ
せる際の妨げとなることを防止できる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　手段３に記載のスロットマシンは、手段２に記載のスロットマシンであって、
　前記指標識別情報の組み合わせ（指標となる図柄の組み合わせ）は、全てが同一または
互いに類似する指標構成識別情報（指標図柄）にて構成される組み合わせ（例えば、「ス
イカ－スイカ－スイカ」、「リプレイ／プラム－リプレイ－リプレイ／プラム」）を含む
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、所定識別情報の組み合わせが有効ラインに導出されて所定入賞が発
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生したことを、無効ラインに同一または互いに類似する指標構成識別情報が揃ったことで
示唆されるため、指標識別情報の組み合わせが無効ラインに導出されることで所定入賞が
発生したことを遊技者に対して明確に認識させることができる。
　尚、互いに類似する指標構成識別情報とは、例えば、形状は同じであるが全部または一
部の色彩や模様が異なる識別情報、形状は異なるが色彩や模様が同系の識別情報、形状は
同じであるが大きさが異なる識別情報、形状は同じであるが数が異なる識別情報、形状は
同じであるが一方は絵柄が付加されているのに対して他方は絵柄が付加されていない識別
情報、形状は同じであるが付加されている絵柄が異なる識別情報、形状は同じであるが付
加されている絵柄の位置、色彩、数、大きさ等が異なる識別情報、形状は同じであるが向
きが異なる識別情報、一方に外形の一部に凸部や凹部が形成されている識別情報、外形の
一部に形成された凸部や凹部の位置、数、大きさ等が異なる識別情報、識別情報のモチー
フは同じであるが形状が異なる識別情報（例えば、共通の立体物を異なる切断面にて切断
した場合等）などが該当する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　手段４に記載のスロットマシンは、手段２または３に記載のスロットマシンであって、
　前記入賞は、前記有効ライン（入賞ラインＬＮ）に前記指標識別情報の組み合わせ（指
標となる図柄の組み合わせ）が導出されたときに発生する特定入賞（例えば、中段スイカ
）を含み、
　前記特定入賞（例えば、中段スイカ）は、該特定入賞が発生したゲームにおいて、前記
所定入賞（上段スイカ、右下がりスイカ）が発生したゲームにおいて付与される価値と同
一の価値（５枚の払出）が付与される特定入賞（中段スイカ）を含む
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、指標識別情報の組み合わせが無効ラインに導出されたときにも有効
ラインに導出されたときにも当該ゲームにおいて付与される価値が同一となる入賞を含む
ことで、当該入賞について所定入賞が発生したのか、特定入賞が発生したのか、を意識さ
せることなく遊技を行わせることができる。
　尚、特定入賞は、少なくとも特定入賞が発生したゲームにおいて、前記所定入賞が発生
したゲームにおいて付与される価値と同一の価値が付与される特定入賞を含む構成であれ
ば良く、特定入賞が発生したゲームにおいて、前記所定入賞が発生したゲームにおいて付
与される価値と同一の価値が付与される特定入賞と、特定入賞が発生したゲームにおいて
、前記所定入賞が発生したゲームにおいて付与される価値と異なる価値が付与される特定
入賞と、の双方を備える構成でも良い。
　また、特定入賞が発生したゲームにおいて、前記所定入賞が発生したゲームにおいて付
与される価値と同一の価値が付与されるとは、特定入賞が発生したゲームにおいて付与さ
れる価値が、所定入賞が発生したゲームにおいて付与される価値と同一であれば良く、例
えば、遊技状態の移行等、次ゲーム以降に関連する価値が異なる構成であっても良い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　手段５に記載のスロットマシンは、手段２～４のいずれかに記載のスロットマシンであ
って、
　前記領域演出制御手段（サブ制御部９１）は、一部の可変表示領域（停止済みのリール
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）の前記無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通る特定領域に前記指標構成識別情
報（指標図柄）が導出され、他の可変表示領域（変動中のリール）に表示結果が導出され
る前に前記示唆演出（指標図柄役を含む一般役が当選している可能性を示唆する一般役当
選示唆演出）が実行されているときに、前記指標構成識別情報（指標図柄）が導出されて
いない特定領域で前記領域演出を行わせる制御が可能である
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、一部の可変表示領域に表示結果が導出された段階で指標識別情報の
組み合わせが導出される可能性が示唆されているときに、指標構成識別情報が導出された
特定領域で領域演出を行わないが、指標構成識別情報が導出されていない特定領域での領
域演出を可能とすることで、このような状況であっても指標構成識別情報が導出された特
定領域の視認性が低下してしまうことがなく、かつより広い領域で領域演出を行うことが
できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　手段６に記載のスロットマシンは、手段２～５のいずれかに記載のスロットマシンであ
って、
　前記領域演出手段は、前記表示帯（リール）の前面側に配置された表示領域（表示領域
５１ａ）に画像（演出画像）を表示可能であり、該表示領域（表示領域５１ａ）の一部に
設けられた透過領域（透過領域５１ｂ）を介して前記表示帯（リール）が視認可能とされ
た前面表示装置（液晶表示器５１）であり、
　前記領域演出制御手段（サブ制御部９１）は、前記透過領域（透過領域５１ｂ）と前記
透過領域以外の非透過領域に跨る一体の画像（演出画像）を表示可能に制御する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、透過領域と非透過領域とを区別することなく広い表示領域にて一体
的な画像を表示させることができる。
　尚、前面表示装置は、前記表示帯の前面側に配置された表示領域に画像を表示可能であ
り、該表示領域に設けられた透過領域を介して前記表示帯が視認可能とされた表示装置で
あれば良く、例えば、背後に設けられた発光手段からの光の透過率を変化させることによ
り画像を表示させる表示装置、表示装置の発光素子の発光量を変化させることにより画像
を表示させる表示装置、透過性を有する導光板に光を入射することにより入射した光が導
光板に形成されたエッジにより屈折されることを利用して画像を表示させる表示装置など
が該当する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　手段７に記載のスロットマシンは、手段２～６のいずれかに記載のスロットマシンであ
って、
　前記領域演出制御手段（サブ制御部９１）は、一部の可変表示領域（停止済みのリール
）の前記無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通る特定領域に前記指標構成識別情
報（指標図柄）が導出され、他の可変表示領域（変動中のリール）に表示結果が導出され
る前に前記示唆演出（指標図柄役を含む一般役が当選している可能性を示唆する一般役当
選示唆演出）が実行されているときに、前記他の可変表示領域（変動中のリール）の前記
無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通る特別領域のうち、前記指標構成識別情報
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（指標図柄）が導出された特定領域と同じ無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通
る特別領域（演出禁止領域Ｃ）で前記領域演出を行わせず、前記指標構成識別情報（指標
図柄）が導出された特定領域と同じ無効ライン（無効ラインＬＭ１～ＬＭ４）が通る特別
領域（演出禁止領域Ｃ）以外の少なくとも一部の領域において前記領域演出を行わせる制
御を行う
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、一部の可変表示領域の無効ラインが通る特定領域に指標識別情報の
組み合わせを構成する指標構成識別情報が導出され、他の可変表示領域に表示結果が導出
される前に示唆演出が実行されているとき、すなわち一部の可変表示領域に表示結果が導
出された段階で無効ラインに指標識別情報の組み合わせが導出される可能性が示唆されて
いるときに、指標構成識別情報が導出された特定領域で領域演出を行わないことに加え、
他の可変表示領域の無効ラインが通る特別領域のうち、指標構成識別情報が導出された特
定領域と同じ無効ラインが通る特別領域でも領域演出を行わないことで、指標構成識別情
報が導出された特定領域だけでなく、指標構成識別情報が導出される可能性のある特別領
域の視認性も低下してしまうことがなく、指標識別情報の組み合わせを導出させる際の妨
げとなることをより効果的に防止できる。
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